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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第２区分
【発行日】平成20年12月11日(2008.12.11)

【公開番号】特開2006-179869(P2006-179869A)
【公開日】平成18年7月6日(2006.7.6)
【年通号数】公開・登録公報2006-026
【出願番号】特願2005-320957(P2005-320957)
【国際特許分類】
   Ｈ０１Ｌ  51/50     (2006.01)
   Ｈ０５Ｂ  33/12     (2006.01)
   Ｃ０９Ｋ  11/06     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 241/42     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０５Ｂ  33/22    　　　Ｂ
   Ｈ０５Ｂ  33/14    　　　Ａ
   Ｈ０５Ｂ  33/12    　　　Ｃ
   Ｃ０９Ｋ  11/06    ６９０　
   Ｃ０７Ｄ 241/42    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成20年10月27日(2008.10.27)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　対向するように設けられた第１の電極と第２の電極との間に、
　第１の層と、第２の層と、第３の層と、
　を有し、
　前記第１の層は、電子または正孔のいずれか一方の移動度に対する他方の移動度の比の
値が１００以下である第１の物質と、前記第１の物質に対して電子受容性を示す第２の物
質とを含み、
　前記第２の層は、電子または正孔のいずれか一方の移動度に対する他方の移動度の比の
値が１００以下である第３の物質と、前記第３の物質に対して電子供与性を示す第４の物
質とを含み、
　前記第３の層は、発光物質を含み、
　前記第１の層と前記第２の層と前記第３の層とは順に積層され、
　前記第１の層は、前記第１の電極と接し、
　前記第３の層は、前記第２の電極と接し、
　前記第１の電極の電位よりも前記第２の電極の電位の方が高くなるように電圧を印加し
たときに発光する
　ことを特徴とする発光素子。
【請求項２】
　対向するように設けられた第１の電極と第２の電極との間に、
　第１の層と、第２の層と、第３の層と、
　を有し、
　前記第１の層は、電子または正孔のいずれか一方の移動度に対する他方の移動度の比の
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値が１００以下である第１の物質と、前記第１の物質に対して電子受容性を示す第２の物
質とを含み、
　前記第２の層は、電子または正孔のいずれか一方の移動度に対する他方の移動度の比の
値が１００以下である第３の物質と、前記第３の物質に対して電子供与性を示す第４の物
質とを含み、
　前記第３の層は、発光物質を含み、
　前記第１の層は、前記第２の層よりも前記第１の電極側に設けられ、
　前記第３の層は、前記第２の層よりも前記第２の電極側に設けられ、
　前記第１の電極の電位よりも前記第２の電極の電位の方が高くなるように電圧を印加し
たときに、発光する
　ことを特徴とする発光素子。
【請求項３】
　請求項１または請求項２に記載の発光素子において、前記第１の物質と前記第３の物質
とは同じであることを特徴とする発光素子。
【請求項４】
　請求項１乃至請求項３のいずれか一項に記載の発光素子において、前記第２の物質は、
前記第１の物質に対し、０．５以上２以下のモル比となるように含まれていることを特徴
とする発光素子。
【請求項５】
　対向するように設けられた第１の電極と第２の電極との間に、
　第１の層と、第２の層と、第３の層と、
　を有し、
　前記第１の層は、一般式（１）または一般式（２）のいずれかで表される第１の物質と
、前記第１の物質に対して電子受容性を示す第２の物質とを含み、
　前記第２の層は、一般式（１）または一般式（２）のいずれかで表される第３の物質と
、前記第３の物質に対して電子供与性を示す第４の物質とを含み、
　前記第３の層は、発光物質を含み、
　前記第１の層と前記第２の層と前記第３の層とは順に積層され、
　前記第１の層は、前記第１の電極と接し、
　前記第３の層は、前記第２の電極と接し、
　前記第１の電極の電位よりも前記第２の電極の電位の方が高くなるように電圧を印加し
たときに発光する
　ことを特徴とする発光素子。
【化０１】

　（式中、Ｒ１～Ｒ４は、それぞれ、水素、アルキル基のいずれか、または、Ｒ１とＲ２

、Ｒ２とＲ３、Ｒ３とＲ４とが、それぞれ、結合して芳香環を表す。Ａｒ１～Ａｒ４は、
それぞれ独立に、炭素数６～１４のアリール基を表す。）
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【化０２】

　（式中、Ａｒ１１～Ａｒ１４は、それぞれ独立に、炭素数６～１４のアリール基を表す
。）
【請求項６】
　対向するように設けられた第１の電極と第２の電極との間に、
　第１の層と、第２の層と、第３の層と、
　を有し、
　前記第１の層は、一般式（１）または一般式（２）のいずれかで表される第１の物質と
、前記第１の物質に対して電子受容性を示す第２の物質とを含み、
　前記第２の層は、一般式（１）または一般式（２）のいずれかで表される第３の物質と
、前記第３の物質に対して電子供与性を示す第４の物質とを含み、
　前記第３の層は、発光物質を含み、
　前記第１の層は、前記第２の層よりも前記第１の電極側に設けられ、
　前記第３の層は、前記第２の層よりも前記第２の電極側に設けられ、
　前記第１の電極の電位よりも前記第２の電極の電位の方が高くなるように電圧を印加し
たときに発光する
　ことを特徴とする発光素子。

【化０３】

　（式中、Ｒ１～Ｒ４は、それぞれ、水素、アルキル基のいずれか、または、Ｒ１とＲ２

、Ｒ２とＲ３、Ｒ３とＲ４とが、それぞれ、結合して芳香環を表す。Ａｒ１～Ａｒ４は、
それぞれ独立に、炭素数６～１４のアリール基を表す。）
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【化０４】

　（式中、Ａｒ１１～Ａｒ１４は、それぞれ独立に、炭素数６～１４のアリール基を表す
。）
【請求項７】
　請求項５または請求項６に記載の発光素子において、前記第１の物質と前記第３の物質
とが同じであることを特徴とする発光素子。
【請求項８】
　対向するように設けられた第１の電極と第２の電極との間に、
　電子または正孔のいずれか一方の移動度に対する他方の移動度の比の値が１００以下で
ある第１の物質を含む第１の層と、
　発光物質を含む第２の層と、
　を有し、
　前記第１の層は、
　前記第１の物質に対して電子受容性を示す第２の物質をさらに含む第１の領域と、
　前記第１の物質に対して電子供与性を示す第３の物質をさらに含む第２の領域と、
　を有し、
　前記第１の領域は前記第２の領域よりも前記第１の電極側に設けられ、
　前記第１の電極の電位よりも前記第２の電極の電位の方が高くなるように電圧を印加し
たときに発光する
　ことを特徴とする発光素子。
【請求項９】
　対向するように設けられた第１の電極と第２の電極との間に、
　一般式（１）または一般式（２）で表される第１の物質を含む第１の層と、
　発光物質を含む第２の層と、
　を有し、
　前記第１の層は、
　前記第１の物質に対して電子受容性を示す第２の物質をさらに含む第１の領域と、
　前記第１の物質に対して電子供与性を示す第３の物質をさらに含む第２の領域と、
　を有し、
　前記第１の領域は前記第２の領域よりも前記第１の電極側に設けられ、
　前記第１の電極の電位よりも前記第２の電極の電位の方が高くなるように電圧を印加し
たときに発光する
　ことを特徴とする発光素子。
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【化０５】

　（式中、Ｒ１～Ｒ４は、それぞれ、水素、アルキル基のいずれか、または、Ｒ１とＲ２

、Ｒ２とＲ３、Ｒ３とＲ４とが、それぞれ、結合して芳香環を表す。Ａｒ１～Ａｒ４は、
それぞれ独立に、炭素数６～１４のアリール基を表す。）

【化０６】

　（式中、Ａｒ１１～Ａｒ１４は、それぞれ独立に、炭素数６～１４のアリール基を表す
。）
【請求項１０】
　請求項８または請求項９に記載の発光素子において、前記第２の物質若しくは前記第３
の物質は、前記第１の物質に対し、０．５～２のモル比となるように含まれていることを
特徴とする発光素子。
【請求項１１】
　対向するように設けられた第１の電極と第２の電極との間に、
　第１の層と、第２の層と、第３の層と、
　を有し、
　前記第１の電極は、５０％以上１００％以下の反射率を有する導電物から成り、
　前記第２の電極は、可視光を透過できる導電物から成り、
　前記第１の層は、電子または正孔のいずれか一方の移動度に対する他方の移動度の比の
値が１００以下である第１の物質と、前記第１の物質に対して電子受容性を示す第２の物
質とを含み、
　前記第２の層は、電子または正孔のいずれか一方の移動度に対する他方の移動度の比の
値が１００以下である第３の物質と、前記第３の物質に対して電子供与性を示す第４の物
質とを含み、
　前記第３の層は、発光層を含みｘ層（ｘは２以上の任意の正の整数）から成る層であり
、
　前記第１の層と前記第２の層と前記第３の層とは順に積層され、
　前記第１の層は、前記第１の電極と接し、
　前記第３の層における第１層目の層は、前記第２の層と接し、
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　前記第３の層における第ｘ層目の層は、前記第２の電極と接し、
　前記発光層と前記第２の層との間には、ｙ層（ｙ＜ｘ、ｙは正の整数）の層を有し、
　前記第１の電極の電位よりも前記第２の電極の電位の方が高くなるように電圧を印加し
たときに発光し、
　前記第１の層の厚さと前記第２の層の厚さは、数式（１）、数式（２）、数式（３）を
満たすように調節されている
　ことを特徴とする発光素子。
【数０１】

　（数式（１）、数式（２）、数式（３）において、ｎｉは第１の層の屈折率、ｄｉは第
１の層の厚さ、ｎｉｉは第２の層の屈折率、ｄｉｉは第２の層の厚さ、ｎｋは発光層と第
２の層との間に含まれる層の中の第ｋ番目（ｋは自然数）の層の屈折率、ｄｋは発光層と
第２の層との間に含まれる層の中の第ｋ番目の層の厚さ、ｎｊは発光層の屈折率、ｄｊは
発光層における第１の電極側の界面から発光領域までの距離、λは発光素子からの発光の
波長、ｍは任意の正の整数、ｄｅｍｉは発光層の厚さを表す。）
【請求項１２】
　請求項１１に記載の発光素子において、前記第１の物質と前記第３の物質とが同じであ
ることを特徴とする発光素子。
【請求項１３】
　請求項１乃至請求項１２のいずれか一項に記載の発光素子を画素部に含むことを特徴と
する発光装置。
【請求項１４】
　請求項１３に記載の発光装置を表示部として用いていることを特徴とする電子機器。
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